
小学校第３学年 算数科学習指導案

１ 単元名 小数

２ 単元目標

， 。 【 】○ 小数のよさに気付き 進んでこれを用いようとする 関心・意欲・態度

○ はしたの部分の表し方や整数の計算と関連付けて小数の加法および減法の計算の仕方を考え，説明す

。 【 】ることができる 数学的な考え方

○ 小数を用いてはしたの部分を表現したり，小数の加法および減法の計算をしたり，数直線上に小数を

。 【 】表したりすることができる 表現・処理

○ 小数の意味，表し方，大小関係が理解でき，小数の加法および減法の計算の仕方が分かる。

【 】知識・理解

３ 指導計画 (全８時間)

第一次 はしたの大きさの表し方 ２時間

第二次 小数の大きさ １時間

第三次 小数のたし算・ひき算

第１時 のいくつ分の考えによる小数のたし算の仕方0.1

（ ）第２時 のいくつ分の考えによる小数のひき算の仕方…………………………………………… 本時0.1

第３時 小数のたし算・ひき算の筆算の仕方

第４時 練習

第四次 たしかめ道場 １時間

４ 指導上の立場

( ) 単元について1

本単元は，学習指導要領の内容〔Ａ 数と計算〕( ) に示された指導事項を受けて設定した。5

( ) 小数の意味や表し方について理解できるようにする。5

ア 端数部分の大きさを表すのに小数を用いること。また，小数の表し方及び の位について知1/10

ること。

イ の位までの小数の加法及び減法の意味について理解し，計算の仕方を考え，それらの計算1/10

ができること。

本単元では，日常生活の中でよく使われている「小数」について初めて学習する。１Ｌに満たない量

をＬを使って表すという課題から，端数部分の量の表し方の導入をし，次いで小数の十進構造について

の仕組みや小数の位や構成，相対的な見方，大小関係，順序についての理解を深めていく。今までの

， ，整数の学習で ある単位の大きさが 集まると次の単位となって表される仕組みであったのとは逆に10

ある単位（１）の大きさを 等分して新たな単位（ ）をつくり，その単位のいくつ分かで大きさを10 0.1

表すという，小さな数へ数概念を拡張していく第一歩となる。そこで，小数を１Ｌます図や数直線を用

いて表し，大きさを比べる算数的活動を通して，小数の意味と大きさについて実感を伴って理解させた

。 ， ，「 」い また 小数の加法および減法の計算の仕方については １を 等分した つ分( )のいくつ分10 1 0.1

という考え方を活用して，図と関連付けながら考え，説明できるようにしたいと考えている。さらに，

小数でも単位の大きさに着目して考えると，整数と同様に計算できることに気付かせ，そのよさを実感

。 ， ， 「 」， 「 」 。させたい なお 本単元は 第３学年の 分数 第４学年の 小数のかけ算とわり算 へと発展する

( ) 児童の実態2

削除しています。



( ) 研究主題とのかかわり3

研究主題『 自分の考えをもち，伝え合う児童の育成」－算数科における思考力・表現力を育てる授「

業づくり－』を受けて，中学年では 「考えを組み立て，説明する子ども」というめざす児童像を設定，

し，研究に取り組んでいる。

本単元では，本年度の研究の重点である「算数的活動を生かした学習展開の工夫」と「自分の考えを

， 」 ， 。もち 伝え合うための支援の工夫 において 次のような点に留意して指導していきたいと考えている

① 算数的活動を生かした学習展開の工夫

・ 単元の導入場面で，小数を具体物，図，数直線を用いて表し，大きさを比べる活動を通して，小

数の意味と大きさについて実感を伴って理解することができるようにする。

・ 小数のたし算・ひき算の仕方を２時間に分けて学習することで，小数のたし算・ひき算の意味に

ついて確実に理解できるようにする。また， のいくつ分という考え方を基に，計算の仕方を図0.1

と関連付けながら説明することができるようにする。

② 自分の考えをもち，伝え合うための支援の工夫

ⅰ) 「自分の考えをもつ」ために

・ １Ｌます図や数直線を用いて，提示の仕方を工夫することで， のいくつ分という小数の考え0.1

方が理解できるようにする。

・ のいくつ分になるかを１Ｌます図に書き込ませることで，小数の意味と表し方を考えるこ0.1

とができるようにする。

・ 考えをもちにくい児童には，既習事項を確認したりヒントカードを用意したりすることで，自

分の考えをもつことができるようにする。

ⅱ 「考えを伝え合う」ために）

・ １Ｌます図を用いて， のいくつ分かを確認しながら説明させることで，小数の表し方を理0.1

解することができるようにする。

・ 友達の考えと自分の考えを比較しながら聞くようにすることで，自分の考えを修正したり深め

たりすることができるようにする。

・ 二人組で伝え合う活動を積極的に取り入れることで，自分の考えに自信をもって伝えることが

できるようにする。

５ 単元の構想

次 時 学 習 活 動 支 援 と 評 価

一 ① ○ １Ｌに満たないはしたのかさの表し
はしたのかさの表し方を考えよう。方を考える。

○ １Ｌます図を使ってかさ調べをすることで，はし

たのかさの表し方に興味がもてるようにする。

○ はしたのかさを１Ｌます図や数直線に表す活動を

通して，１を 等分し，その単位（ ）のいくつ10 0.1

分と表していることが理解できるようにする。

Ｌに満たないはしたのかさの表し方に関心を1

もち，はしたのかさ表し方と小数の意味を理解す

ることができる。

【 】【 】関心・意欲・態度 知識・理解

（ ）ワークシート・発言

② ○ はしたの長さを小数で表したり，身
はしたの長さを小数で表してみよう。の回りで使われている小数を探したり

する。 ○ しおりの長さを測り，１ が であるこmm 0.1cm



とを使って，しおりの長さを小数で表すことができ

るようにする。

○ 身の回りで使われている小数を探すことで，小数

への興味・関心を深める。

はしたの長さを小数で表すことができる。

身の回りにある小数で表記されているものを探そ

。 【 】【 】うとする 関心・意欲・態度 表現・処理

（ ）ワークシート・発言

二 ① ○ 数直線上に小数を表したり，よんだ
。り，大小を比べたりする。 小数の大きさについて数直線を使って考えよう

○ 数直線上の値を小数でよんだり，数直線上に小数

を表したり，小数の大小を比較したりすることで，

小数の仕組みを理解することができるようにする。

， ，小数の構成が分かり 数直線上に小数を表したり

よんだり，大小を比べたりすることができる。

【 】【 】表現・処理 知識・理解

（ワークシート・発言）

，三 ① ○ 小数のたし算の計算の仕方を考えて
小数のたし算の計算の仕方を，１Ｌます図を使

説明する。
って考えて，説明しよう。

，○ のいくつ分かを１Ｌます図に書き込むことで0.1

小数のたし算の計算の仕方を考えることができるよ

うにする。

○ Ｌます図と式を関連付けながら，小数のたし算1

の計算の仕方を説明することができるようにする。

１ ます図を使って， のいくつ分かを示しなL 0.1

がら，小数のたし算の計算の仕方を説明することが

できる 【数学的な考え方 （ワークシート・発言）。 】

，② ○ 小数のひき算の計算の仕方を考えて
小数のひき算の計算の仕方を，１Ｌます図を使

（

説明する。
って考えて，説明しよう。本

，時 ○ のいくつ分かを１Ｌます図に書き込むことで0.1

小数のひき算の計算の仕方を考えることができるよ

）

うにする。

○ １Ｌます図と式を関連付けながら，小数のひき算

の計算の仕方を説明することができるようにする。

１Ｌます図を使って， のいくつ分かを示しな0.1

がら，小数のひき算の計算の仕方を説明すること

ができる。

【 】（ ）数学的な考え方 ワークシート・発言

③ ○ 小数のたし算・ひき算の筆算の仕方
小数のたし算・ひき算の筆算の仕方を考えよを理解する。

う。

0.1○ 小数のたし算・ひき算の計算の仕方を基に，

のいくつ分で考えることができるようにする。



○ 位をそろえたり，位ごとに計算したりする筆算の

仕方を確認し，位に気を付けて，筆算で計算ができ

るようにする。

小数の筆算も整数の計算を基に，小数点をそ

ろえて答えを求めることができる。

【 】【 】表現・処理 知識・理解

（ ）ワークシート・発言

④ ○ 練習問題をする。
習ったことを使って，問題を解こう。

○ 必要に応じて個別支援することにより，正確に

問題を解くことができるようにする。

学習したことを使って問題を解くことができ

。【 】【 】（ ）る 表現・処理 知識・理解 ワークシート

四 ① ○ たしかめ道場の問題をする。
習ったことを使って，問題を解こう。

○ 必要に応じて個別支援することにより，たしかめ

道場の問題を確実に解くことができるようにする。

○ 早くできた児童には，さらに習熟を図るための練

習問題を用意する。

学習したことを使って問題を解くことができ

。 【 】【 】る 数学的な考え方 表現・処理

【 】（ ）知識・理解 ワークシート



１Ｌ

６ 本時案 (第三次 第２時)

のいくつ分という考え方を基に，図と関連付けながら，小数のひき算の計算の仕方を考え
目 標

0.1

て，説明することができる。

学習活動 児童の意識・思考 教師の支援と工夫・評価

，１ 問題を読んで

本時のめあてを

つかむ。

も １ ジュースがびんに Ｌ入っていま○ 0.6

す。 Ｌのむと，のこりは何Ｌにな0.2

りますか。

・残りを求めるからひき算だ。 ・問題を読んで分かっていることや尋ねられている

・式は － だな。 ことを確認することで，小数のひき算の計算であ0.6 0.2

・ になりそうだ。 ることに気付くことができるようにする。0.4

・答えの見通しをもち，たし算の計算の仕方と同じ

ように， のいくつ分で考えればよいことに気0.1

付くことができるようにする。

， ， 。○め 小数のひき算の計算の仕方を １Ｌます図を使って考えて 説明しよう

２ － の計 ・１Ｌます図でやってみよう。 ・１Ｌます図がかかれたワークシートを配付し，図0.6 0.2

算の仕方を考え ・１目盛りはいくつかな。 に書き込みながら，計算の仕方を考えるように伝

る。 ・何こ分ぬればいいのかな。 える。

・１Ｌます図を使ったたし算の計算の仕方を掲示し

， 。ておくことで 既習事項が活用できるようにする

・１Ｌます図にうまく書き込めていない児童には，

個別に支援する。

・考えをもちにくい児童には，ヒントカードを用意

し， のいくつ分かを図を用いて考えることが0.1

Ｌ できるように支援する。0.6
0.2 Ｌ

・考えがまとまった児童には，図を使って自分の考

えを説明する練習をするように促す。

Ｌ Ｌ0.6 0.4

・ のいくつ分で考える。0.1

は が６こ，0.6 0.1

は が２こ。0.2 0.1

だから， が６－２＝４0.1

が４こで だ。0.1 0.4

３ － の計 ・友達の考え方と同じだ。 ・二人組で伝え合う活動を取り入れることで，自分0.6 0.2

算の仕方を話し ・図にかきこめているな。 の考えを確かにすることができるようにする。

合う。 ・図と式とを関連付けながら説明しているかという

視点をもって，友達の考えを聞くことができるよ

うにする。

・友達の考えを聞いて，ワークシートに書き加える

・ のいくつ分になっている ようにすることで，自分の考えを確かにすること0.1 。

は が６こ ができるようにする。0.6 0.1

は が２こ0.2 0.1

が６－２＝４ ・児童の発言を基に， が６－２＝４のように，0.1 0.1

が４こで のいくつ分という考え方でまとめることで，0.1 0.4 0.1

ひき算の計算の仕方を理解することができるよう

１Ｌ



にする。

・ のいくつ分と考えると，たし算のときと同じ0.1

ように整数を基に計算することができることを確

， 。認し 次の問題に生かすことができるようにする

４ 類題をする。

も － の計算をしよう。○ 2 2.3 0.6

・ のいくつ分のやり方でで ・１Ｌます図を使って計算の仕方を考えていくよう0.1

きそうだな。 に伝える。

は が こ ・ を１を２こと を３こあわせた数という考2.3 0.1 23 2.3 0.1

は が６こ え方をする児童には， は のいくつ分であ0.6 0.1 2.3 0.1

が －６＝ るかを確認する。0.1 23 17

が こで ・考えがまとまった児童には，図と式を関連付けな0.1 17 1.7

がら計算の仕方の説明を練習しておくように助

言 する。

・早くできた児童には，自分で問題を作り，計算

の仕方を図を使って説明できるようにしておく

ことを伝える。

0.1Ａ：１Ｌます図を使って 自分で問題を作り， ，

のいくつ分かを示しながら，小数のひき算

の計算の仕方を説明することができる。2 . 3 L

Ｂ：１Ｌます図を使って， のいくつ分かを示0.1

しながら，小数のひき算の計算の仕方を説0 . 6

明することができる。L

【 】（ ， ）数学的な考え方 ワークシート 発言

５ 本時のまとめ ・本時の学習を振り返り，小数のひき算は のい0.1

をする。 くつ分と考えれば，整数のひき算と同じように計1.7 Ｌ

算できることを確認し，まとめをする。

ま 小数のひき算は， のいくつ分と考えると，整数のひき算と○ 0.1

同じように計算することができる。

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ １Ｌ

１Ｌ


